
『同志社大学ビジョン2025　
特設サイトを開設』 2017年1月20日

大　学

2025年に同志社が創立150周年を迎えるにあたり、
「同志社大学ビジョン2025」特設 サイトを開設し
ました。2017年4月より順次、情報を更新してま
いります。
（http://doshisha-vision2025.jp/）

『国立長寿医療研究センターと
教育・研究に関する協定締結』 2017年1月13日
同志社大学と国立長寿医療研究センター（所在地：愛知県大府市）は、教育・研究に
関する協定を締結しました。この協定に基づき、同志社大学大学院スポーツ健康科
学研究科と国立長寿医療研究センターの老年学・社会科学研究センターがそれぞれ
の特徴を生かし、教員の共同研究、スポーツ健康科学研究科学生の同研究センター
での研究参加などにより、研究の推進をはかることになります。



高校：  人権学習
 2016年10月28日

中学：  人権行事
 2016年11月11日

中学校・高等学校

全校一斉人権学習を行いました。１年生は各
クラスに２人ずつアジア出身の留学生（多く
は大学生・院生）を迎え、日本に来た理由、
日本に住んでみての感想、自国の文化・日本
との違いなどについて率直に話してもらい、
在校生からも質問が次々出され、交流しました。 「違いを理解し、認め合おう。」をテーマとし

て人権行事を行いました。車椅子バスケ、ゴ
ールボール、盲導犬体験、ゆるスポーツ、「障
がい理解教育について」と題しての講演会な
ど、様々な体験を通して人権について学びま
した。

創立140周年記念シンポジウム
『真の「教養」を考える―国際性・多様性の中で生きる教養教育―』
 2016年12月4日
創立140周年を記念して、グランフロント大阪にてシンポジウムを開催しました。第
１部の基調講演では茂木健一郎氏（脳科学者）に『「ユニークな自分を発見する」―多
様な社会との関わりの中で―』と題してお話しいただきました。第２部では浜田敬子
氏（AERA前編集長）をコーディネーターに迎え、茂木氏、桂紗綾氏（同志社女子大学
卒業生、ABCアナウンサー）、加賀裕郎学長、鈴木健司教務部長によるパネルディス
カッションを行いました。来場者数は約800人。

女子大学



『新しい校舎での文化祭』 2016年9月29日～10月1日 
女子中学校・高等学校

栄光館・静和館に加えて、新しくできた希望館を利用して、9月29日～10月1日まで
文化祭が行われました。新校舎にできた吹き抜け空間のあるアトリウムを積極的に
活用することによって、新たな臨場感ある催物を展開することができました。

『Hawaii Baptist Academy (HBA)との交流』
 2016年9月30日

香里中学校・高等学校

高校２年生がハワイ修学旅行中に毎年訪問し、交流を持たせていただいている小中高
一貫校Hawaii Baptist Academyの高校生が2016年9月30日に本校を訪れました。
日本文化の体験プログラムや本校生徒との交流の場を用意し、HBAのみなさんから
もフラダンスや歌を披露していただきました。一日限りの交流でしたが、両校の生
徒にとって大変思い出深く、有意義な日となりました。今後も両校の関係が続いて
いくことを願っています。



『同志社小学校10周年記念誌発行』
小学校

同志社小学校開校10周年を迎えるにあたり、これまでの教育を振り返り、未来を見
すえるために全教職員で協力して『同志社小学校の10周年記念誌』を刊行しました。
この記念誌は絵本・解説書・DVDの三部構成になっており、様々な切り口から同志
社小学校を紹介しています。
新島先生の愛犬、弁慶号が同志社小学校を紹介する絵本の挿絵は、す べて教職員に
より描かれ、手作りなら
ではのぬくもりが感じら
れます。また、絵本のペ
ージと連動した解説書は、
懐かしい写真やエピソー
ドで彩られています。
10年間の思い出がぎっし
り詰まったDVDとともに、
子どもから大人まで楽し
むことができる内容に仕
上がりました。

『高校生体育祭』 

『クリスマスツリー点灯式』
 2016年11月18日

国際中学校・高等学校

体育祭恒例の学年別マスゲーム。

生徒達で飾ったささやかなクリスマスツリ
ーの点灯式を行いました。

 2016年９月16日

 2016年11月17日



『クリスマス礼拝・祝会』 2016年12月７日

幼稚園

2016年クリスマス礼拝・祝会を寒梅館にて行いま
した。クリスマス降誕劇では、年長組が主体とな
り劇を進める中、年中組は聖歌隊、年少組も役を
与えられ舞台に立ち、みんなで作り上げました。
祝会では『ミュージカル』と題して、各学年でパ
ートを分けたり、全学年のたて割りチームにお
いて次々と変わる曲の中ダンスを披露して、ク
リスマスを共に喜び、お祝いの時を過ごしました。

Three students represented DISK at the 19th Seoul Model United Nations Conference in Korea. They debated 
and negotiated solutions to important global issues with over 550 students from 10 different countries.

初等部：  Trip to USA 2016～初等部６年生の修学旅行～
 2016年９月７日～９月14日

国際学院

国際部：Seoul Model United Nations Conference in KoreaSeoul Model United Nations Conference in Korea
  2016年11月24日～26日2016年11月24日～26日

６泊８日で、アーモストとボストンを巡り、新島襄先生の足跡を訪ねたり、UOIに関連した美術の学びを
深めたりしました。また、現地校との交流の場では、全児童が、習字・伝統遊び等日本文化紹介をしました。
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